
 

超古代――天の岩船カゴメの浮き橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正十二面体から始めれば格子をなす軸は中心に正十二面体様の構造物を形成する。そして正十二面体様および正二十面

体様の構造物を合わせたものは、切頭二十面体様を呈し、中空の球状の軸構造物である。そしてこの球状の構造物の外

側には、さらに大きな、正十二面体様の軸構造物、正二十面体様の構造物、切頭二十面体様の構造物が同心球的に形成

され、球空間として考えても自己相似であることが認識出来る。 

このことは、これらの多面体様の構造物も多面体と同様に「入れ子」構造をなしているといえる。そして

これら多面体様の構造物が、一つの多面体様構造物から相互に形成出来ることを考えれば、軸自体も「黄

金比」のピッチで回転しているか、「黄金螺旋」を形成している。 

準結晶の回折像は 5回、8回、10回または 12回対称を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂漠の足跡 

空飛ぶ円盤の真相 Ｇ．アタ゛ムスキー 久保田八郎訳 

第６章 

過去数年のあいだに私はマルセルオメの太陽の子という書物を知った。 

けれども、その中にアルゼンチンで発見された象形文字の記された1枚の板が複写されている。 

ある点ででこの象形文字は円盤から落とされたあのネガの文字と同じものである。 

私が知る限りではこの書物はドイツ語だけで出版されていて、アマゾンの古代文化を扱ったものであ

る。かくて遊星間の交通と地球の古代文化とをつなぐある事実の一連の鎖に新たな輪が加えられた

ことになる。しかしその記録のほとんどは数千年の間に失われたかまたは故意に破壊されたのであ

る。さてこの象形文字が私に与えられた主な理由のひとつは地球人の欲しがっていることを宇宙人

が知っていたという具体的な証拠を与えるためであった。 

 

「SONS OF THE SUN」  

M.F.Homet著 p185より 



  

マルセルオメの 

「太陽の子」のなかにあった図版を分析する

ために線を引いたもの。 

このマルセルオメの本の中にはブラジルの

巨石ペドラピンダタで採取されたように書

かれていたが、アダムスキーによればアルゼ

ンチンで採取されたとある。中に五角形と六

角形がある 

 

アダムスキーが金星人から改めて受け取っ

たフィルムの中にあった文字図版を分析の

ために線を引いたもの 

中に五角形と六角形がある 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンヌルシャトーに関連してニコラプサン

の「われアルカディアにもあり」の絵画分析。 

五角形と１２線星型つまり６角形が出てく

る分析 

円盤と日本の神代文字でヨセフ 

右 レンヌルシャトウの牧師の蔵書印にあ

る 

５角形と６角形 

モナリザの５角形 



 

 

 

 

 

 

ルクソール神殿 XII 部屋の南壁の中央

ドアの分析 

ルクソール神殿の統括を示す５角形と

６角形の構成 

ジャンコクトーのお友達である RA.Schwaller

の Temple of manより 

 


